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茨城史料ネット代表　高橋　修


4、難航したレスキュー
　
　9月18日、茨城史料ネットによる被災地の被災資料確認調査が行われていた。石下地区と水海道市街地の2班に分かれて、1977年時点での古文書所在情報に基づく各戸訪問による確認調査が始まった。この日の調査に参加できなかった私は、進捗を気にしながら自分の予定を消化し、夕方、現地のメンバーと電話連絡をとった。
　予想していたことではあったが、一軒一軒丁寧に来意を説明し、今回の被災状況と資料の所在を確認していく作業には時間を要し、予定の半分も消化できていない。この日現地に入っていた茨城史料ネット事務局の白井・添田両先生が、翌日はいずれも予定が空けられないため、私がこの日の体制をそのまま翌日に引き継ぎ、資料調査を継続することになった。19日は、茨城史料ネットが学生メンバー送りこんでいる公式協力行事「常陸太田市の指定文化財集中曝涼」準備のための巡見が、現地で行われる予定であったが、急遽、そちらは同僚の佐々木啓先生たちに任せて、私が常総市で指揮を執ることになった。
　そして翌19日。この日が被災地にとっては特別な日であることは、誰もが感じていた。この土曜日から、いわゆるシルバーウィークが始まるのである。被災者は、家族とともに、この連休の間に生活を再建するため、あるいはその道筋をつけるための作業を集中的に行う計画を建てているだろう。また仕事を休むことができる善意の市民が、県内外から被災地に駆けつけ、そうした作業を強力にサポートすることになるだろう。水損した家財道具の廃棄が一気に加速し、それと一緒に資料が廃棄される危険性も高まるのである。一刻も早く所蔵者に資料保全をお願いしなければならない。
　昨日の活動で巡回できていない水海道駅周辺から、被災資料確認調査をスタートする。この日は参加人数も少なく、一班で巡回することになった。まずは鉄道の軌道に沿って北上する。道沿いはゴミの山だ。市立図書館前の廃棄物は山のように積み重なっている。その中には箪笥や襖・障子、丁寧にみると書籍やノートなども含まれている。不安は高まる。ブロック塀や垣根には、泥水が到達した高さがはっきりと残っている。流入した関東ローム層の赤土が乾き土煙となって舞い上がる。
　活動開始。ところが駅から数百メートル離れた最初に目標とした所蔵者宅が見つからない。沿道を聞き歩くが、「聞いたことないな」「俺の勘だとあっちの方かな」等の不確かな回答しか返ってこない。範囲を広げて探索したが、ついに断念。前途に暗雲が立ち込める。今回、台帳にした古文書所在目録は、水街道市史編さん時に行われた40年近く前のデータである。それぞれのお宅では、世代交代が進んでいるはずだ。場合によっては二世代くらい替わっている可能性もある。過ぎ去った歳月は、我々の前に大きな壁となって立ちはだかっていた。
　次いで市役所近くまで数百メートル北上して、Iさん宅を見つけることができた。1ｍを軽く超える浸水被害を受けており、建物は傷み、庭先は廃棄物でいっぱいになっている。ボランティアの若者たちが、元気に家具や着物などを運び出している。忙しいIさんに手を止めていただき、お話しを聞くことができた。
　父親から受け継いだ古文書は、市立図書館に預けてあるのでここでは水損していないはずだ。ただそれ以外の絵画や書蹟が水に浸かり、処分を考えている、とのことであった。よく見ると庭先の廃棄物の中に、巻物が10点以上みえる。家の奥にも巻物が転がっていた。明治期の南画家の作品が含まれているらしい。ひどく濡れているため、その場で開いて内容を確認することは控え、保全のため預けてほしい旨申し出ると、快く承諾していただけた。連絡先をうかがい、詳細は後で調整することを伝え、調査の先を急ぐことにした。
　市役所は、やはり騒然としていた。水害時には、浸水により孤立してしまった。隣接する駐車場の自動車は、泥で汚れたままだ。水流に飲み込まれて、動かなくなってしまったのだろう。庁内には炊出しのテントや救護所・給水所が設置されていた。市街地の中心部に入ると、浸水の痕跡は見られるものの、線路沿いほどではない。
　やはり移転のため所在がつかめなかった市街地の旧家の親戚のお宅を見つけることができた。すぐに電話で避難所にいるという所蔵者に連絡を取ってくれた。幸い所蔵者が資料の重要性をよく理解していて、浸水前に古文書をすぐに2階にあげたため、すべて無事であったことが確認される。所蔵者自身が古文書の所在を認識しているかどうかが、その保全には決定的な条件になるのだ。市街地の調査を終え、我々は、やや離れた中妻・新石下方面まで、自動車で北上して確認調査を進めることとなった。
（転載歓迎　つづく）

【付記】今回の被災資料所在調査には、多くの研究者・学生が参加していますが、この「私記」の中には、諸般の事情により、茨城史料ネット執行部のメンバーのみ実名で表記しています。3日間の調査、事後の作業にご参加・ご支援いただいた皆様に、心より御礼申し上げます。

⇒関東・東北豪雨災害による資料レスキューに関するお問い合せは、
茨城史料ネット　代表　高橋修　osamu.takahashi.nzn@vc.ibaraki.ac.jp　まで

----------------------------------------------------------------------
[茨城史料ネットの活動資金の御支援のお願い]

当会の文化財・歴史資料の救済・保全活動を御支援ください。下記の通り、郵便振替にてのご送金をお願い申し上げます。

［加入者名］茨城史料ネット　［口座番号］00190-2-672263
----------------------------------------------------------------------

********************************
茨城史料ネットワーク事務局　
 茨城大学人文学部添田仁研究室
E-Mail：soeda＠mx.ibaraki.ac.jp
（＠を小文字にして下さい）
********************************
